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• 顧客接点の多いビジネス部門主導
でアジャイルでデータ整備し、APを
開発

• データの意味をシステムが理解しモ
デリング不要

• 変更に強い

• システム部門主導でウォーター
フォール開発

• 新たなデータを追加する都度モデリ
ングが発生

• 変更の都度、データ移行、リリース
作業が発生するなど変更に弱い

SoEシステムに求められること

☑顧客とのエンゲージメントを高めるモード２開発に取込んだデータを迅速に活用

SoRシステム SoEシステム

完
成

完
成

着
手

長期・計画的に
機能を実装

顧客のトップライン向上、顧客の顧客のCX向上に寄与する今後のSoEシステムには
データ活用できるまでの時間を極小化できる仕組みが必要。

小単位で実装→
テストを繰返し

着
手

ｼｽﾃﾑ部門主導
で隔たり有

ｼｽﾃﾑ部門 ﾋﾞｼﾞﾈｽ部門 ｼｽﾃﾑ部門 ﾋﾞｼﾞﾈｽ部門

開発手法 体制 開発手法 体制

ﾋﾞｼﾞﾈｽ部門主導
で密に連携
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従来型手法におけるデータ整備の課題

従来のやり方ではいたる所で「標準化」が必要な仕組みとなっている。

社内システム

素データ

デ
ー
タ
収
集

G会社システム

素データ

社外システム

素データ

従来情報系システム

素
デ
ー
タ

DWH

マスター

基礎データ

集計データ

データマート

SandBox

BI

EUC/BI

AP等

目的別DM

目的別DM

目的別DM

ユーザエリア
データフォーマット

変換

正規化

データ展開
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データフォーマットの「標準化」の限界

各プレイヤーはそれぞれ異なるデータモデルや、フォーマットをもっている。
プレイヤー横断的な標準データフォーマット策定や、データモデル標準化（事象の捉え方の統一化）は限界。

全データモデル
の標準化

コミュニケーション用
データモデルの標準化

異なるデータモデルの
自動相互変換の実現

標準
データモデル

標準
データモデル

標準
データモデル

バイヤーA

バイヤーB

サプライヤX

バイヤーA
データモデル

バイヤーB
データモデル

サプライヤX
データモデル

バイヤーA

バイヤーB

サプライヤX

バイヤーA
データモデル

バイヤーB
データモデル

サプライヤX
データモデル

バイヤーA

バイヤーB

サプライヤX

標準
データモデル

変換

変換

変換

自動変換
（意味理解）

各プレイヤーのデータ
モデル（ものの見
方）を統一すること
は不可能

送受される情報が安
定的でないと変更対
応が困難。
事前に厳密に標準
を定めた情報しか送
受できない。

人間が必要な情報
を含む様式の異なる
帳票を適切に理解
するプロセスを、
machine 
executeさせること
が有効

ISO20022
CEFACT等
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セマンティックデータソリューションで実現したいこと

「デジタル社会における情報活用」においての実現したいことは以下の通り。

# 実現したいこと 詳細

１
新しいデータが次々と発生しても、すぐに活
用できる仕組み

• 入ってきた新しいデータの「意味」を捉えてすぐに活用する
⇒ データモデリングという標準化作業を不要に

２
異なるデータモデルの自動相互変換
の実現

• データにラベル（XMLタグ）と関係性（RDF）と意味理
解（オントロジー）を付加することで実現

• 時間や負荷がかかるマッピング作業が不要となる

上記課題を解決する新技術の獲得が必要である。
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オントロジーで相互理解する

個々の認識の仕方を統一すること（データモデルの標準化）は不可能だが、データだけでなく認識
/理解も共有することで「違い」を吸収することが可能。これは人間同士のコミュニケーションと似通っ
ている。

情報提供者 情報消費者

口頭
………
……

文書

情報提供者の経験、専門知識などの共通理解・暗黙知
業界知識、言語、文化などの共通理解・暗黙知

「口頭/文書」から
認識へ変換共有したい情報 認識した情報

人間同士のコミュニケーション

情報提供者 情報消費者

高度な情報システム間のコミュニケーション

オントロジー

RDFインスタンスRDFインスタンスRDFインスタンス

オントロジー

RDFインスタンスRDFインスタンスRDFインスタンス提供者のRDFから
消費者のRDFへの

変換

Raw
Data

Raw
Data

Raw
Data
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・帳票
・マニュアル
・語彙集
・暗黙知

実現に向けてのステップ

A企業 B企業

知識

オントロジー
ヒト＋AI（ルールベース）

＋

素データ セマンティック

A企業 B企業

知識

オントロジー

＋
知識

A企業 B企業

知識

オントロジー

公開データ 利用データ

Link

利用データ 公開データ

元データを、自己オントロジーを用いて利用
データ（セマンティック）へ変換して利用ができる。

双方向でオントロジーを生成・リンクさせることによ
り、データを透過させる。(双方向のデータ活用)

「ヒト＋AI(ルール)」で実現オントロジー 「AI」で実現オントロジー 「AI」で実現オントロジー

素データ(ラベル＋データ)元データ 素データ(ラベル＋データ)元データ オントロジー＋RDFデータ元データ

オントロジーを自律的に学習するため、高精度
で変化に強い、データ活用が実現できる。

1st Step 2nd Step 3rd Step

AI(自律) AI(自律) AI(自律)

2nd Step以降はAIによりオントロジーが自律的に成長していく。

・マニュアル
・語彙集
・暗黙知

・契約書
・辞書
・外部データ

自律学習のた
めのインプット
が増える！

素データ

オントロジーと実データから
セマンティックを生成 オントロジーが自律的に成長する オントロジー同士が意味をリンクする

チャレンジ

限られたINPUT
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技術要素の獲得状況

# 技術要素 詳細 当社における状況

１ オントロジーとセマンティックの実装技術

• オントロジーはOWL、セマンティックは
RDFでの実装が主流

• 問合わせ言語はSPARQL、
GRAPHQLが主流

• 非機能面、運用面での課題はこれから

• RDFをMarkLogicに格納し、
SPARQLで問合わせを行うことは実施
済み

• オントロジー実装は机上にて実施済

２ オントロジー構築時におけるモデリング技法
• 専業コンサルタントもいくつか出てきており、
モデリング技法について確立されつつある

• 未着手。顧客とのPOCを通じて獲得し
たい

３

オントロジーと実データをマッピングしセマン
ティックを自動生成
（エンティティリンキング）

• 学術研究レベル
• Wells Fargo、Franklin

Templetonがパイオニア。
• FY17にMD研と共同研究を実施

４ リファレンスオントロジーを自動拡張 • 未着手 • 未着手

５ オントロジー間をリンクする • 未着手 • 未着手
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【R&D】実現のためのステップ

オントロジー構築技法の習得

FY2018 ２Q FY2018 ３~４Q

• OWLでオントロジーの構築
• AI（ルールベース）の実装
• OWL構築ツール選定
• 課題の認識

オントロジーを参照し、
実データをセマンティックに

マッピング

• オントロジーを参照し、実データ
をセマンティック変換するプロトタ
イプ開発

• 課題の認識
• 各課題に対するタスク設定

対応

確認事項
成果物

オントロジーの自動拡張
オントロジー間リンキング

• オントロジーで理解できなかった
データの訂正方法の確立

• オントロジーが自律的に拡張する
ための検討及びプロトタイピング

• 課題の認識

FY201９ １Q～

1st Step 2nd Step以降
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目指す世界 – データ流通革命 –

オントロジー 知識

B企業データ

A企業データ

# データ流通の実現 データ爆発への対応

セマンティックな世界

スキーマレスのため、データ流通との親和性高

業界B業界A

新データに対応するセマンティックの自動構築

RDF・オントロジーベースのセマンティックな世界で、企業・業界を超えたデジタル情報活用を実現

B企業

マニュアル・語彙など

オントロジー

A企業

マニュアル・語彙など

知識 Link

B企業データが
利用可能になる！

オントロジーにより透過になり、

企業間のデータ流通が可能に！

・Wikiなど、外部情報含む・Wikiなど、外部情報含む

α業界

β業界

ɤ業界

企業間と同様、オントロジーにより

業界を超えたデータ流通も可能に！

B企業データを
他企業に公開
できる！
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目指す世界 – 新規データの即活用 –

道路
情報

衛星
情報

距離
交通
量

加速度

タイヤ

路面

現在地

天気

新規データが発生しても、オントロジーを用いることでデータの意味を捉えてすぐに活用が可能。

例えば、IOTから収集できるさまざまなデータを次から次に活用していくことで、より確実な予測・分析モデルを構築することが可能になる。

オントロジーを用いた
多様・親和性高なデータ群

インプット・分析

AIの自律的な動作

アウトプット

利用可能なデータは即活用

(温度,湿度)

(対物,車間)

(空気圧,ひずみ)

速度

音

エンジン
(出力,トルク)

(摩擦,温度)

(異常音,音声)

インターネット
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Human Executableな世界

【ご参考】オントロジーで定義されるものとは

マニュアル 辞書

Machine Executableな世界

人間が業務を行う際に必要
となる知識をオントロジーと
して定義を行う

オントロジーでは機械が処理を行えるようにデータに意味を持たせる

暗黙知

データの意味 由来・来歴

ラベル

説明文

リファレンス先

作成日

承認日

変更日

バージョン

作成者

承認者

変更者

保持する属性

RDBの世界ではカラムを追
加しないと意味や由来の情
報を追加することはできない。

オントロジーでは柔軟に情
報を追加することが可能
（タグを追加するイメー
ジ）

表現のルール

必須項目

データ型

コード値

範囲

データ長

データ間の関係

同義／反対

類似

包含関係

集合関係

親子関係

ソース
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ドキュメント（RDF）

セマンティックとオントロジーの関係

tse:9613

iso4217:JPY

2018-
03-31

資産

連結

10000000

x:1

オントロジーはモデルでありインスタンスはセマンティック（RDFドキュメント）で実装される。

ifts:Assets

period value

NTTデータ

label

label

日本円
label

オントロジー（OWL）

由来・来歴

作成日

承認者

ソース

X:14

emp45678

2018-05-11

2018-05-10

ex:Fact123456

createDate

source
Aシステム

データ太郎

label

label

表現のルール

必須項目 データ型

コード値 範囲

データ長

http://www.
nttdata.com

データの意味

ラベル

データ間の関係

リファレンス先

Assets = 
CurrentAssets + NonCurrentAssets

計算式

company period value

decimal
data
Type

date

data
Type

tseCode

data
Type

tse:0001
tse:0002
tse:0003

:
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IoTユースケース（新たに生まれ続ける分析ニーズ対応の重要性）

航空機には製造段階で大量のセンサーが組み込まれる。全ての分析観点を事前に定義することは
不可能であり、生み出される情報をありのままに蓄積し、新たな分析ニーズに機動的に対応できるこ
とが必要。

Sensor data

Flight route

Flight conditions

Crew reports

Crew conditions

Passengers data

Air controller data

・・・

目的に応じた様々な分析
 事故分析

今までにないニアミスについ
て気象条件が関係するか
調べたい・・・

 燃費等コスト最適化分析
航空機の揺れとリピート利
用の相関を調べたい・・・

・・・
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BI

BI

BI

次世代MDMユースケース

DWH

Instance
Layer

Staging
Layer

DWH DM

DM

DM

Staging 
Layer

DM

DM

RDB

RDB

No
SQL

マス
ター

実データ＋

統合データモデル

実データ

データモデル

実データ

データモデル

実データ

データモデル

マス
ター

Ontology
Layer

実データ

マスター
データモデル

実データ

モデル

実データ

モデル

BI

BI

BI

ETL

AP

抽出

AP

抽出

ETL

ETL

ETL

モデルと実データが不可分な関係

定義に合致しないデータは受け付けない

データモデル情報を動的に使い、データ抽出を支援
データの形の柔軟性と、ユーザの操作性を両立

モデルと実データを分離し、

その関係を緩やかにする

実データ

データモデル

マス
ター

マス
ター

統合データモデルを
Ontologyで自動生成
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ロードデータ

Envelope

外部データ

内部データ

【ご参考】Semantics 全体像

Ｌ
ｏ
ａ
ｄ

Ontology

Harmonize

Conversion

オリジナル
データ部

Data Admin

Data
Modeling

Developer

Mapping

モデル

RDF
データ部

データ活用

SPARQL

XQuery標準化
データ部

関連ドキュメント、語彙集
外部 Ontology

モデル

既存モデル

ex.

Link
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ロードデータ

Envelope

外部データ

内部データ

【ご参考】Semantics実装における課題

Ｌ
ｏ
ａ
ｄ

Ontology

Harmonize

Conversion

オリジナル
データ部

Data Admin

Data
Modeling

Developer

Mapping

モデル

RDF
データ部

データ活用

SPARQL

XQuery標準化
データ部

関連ドキュメント、語彙集
外部 Ontology

モデル

既存モデル

ex.

Ontologyのモデリングノウハウが
確立されていない。

本仕組みにFITする実用
ビジネス検討が不十分。

データの関連はモデルから収集できるが、
データの持つ意味をどう収集・構築するか。

Ontologyと実データをマッピング
する方法論はまだ途上中。

実データをどのような標準化データとして
定義すべきか。

1

２

３

４

５

Link
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【ご参考】Semanticsに関する課題一覧
# 課題 詳細

Ontologyのモデリングノウハウが確立され
ていない。

・「社員」は「組織」に含まれます。という包含関係
・「社員」は「社員コード」を持ちます。というドメイン情報
・「社員コード」は「数字7桁」です。というレンジ情報
等の意味記述の定義方法が確立されていないため、業務モデルを作成できない。

対象モデルを作成するにあたり、どのような観点で業務分析を行えばオントロジーを作成できるのかという方法論が整理でき
ていないため、モデル構築を行っても、正しさを検証できない。

Ontologyと実データをマッピングする方法
論はまだ途上中。

オントロジーとデータを結ぶマッピング方法や、マッピング精度がまだ実用段階ではない。
引続き、金マで検討する。

データの関連はモデルから収集できるが、
データの持つ意味をどう収集・構築するか。

「契約者」が「契約金」と関係することは、関係モデル等から引合せることで抽出できる。
一方で、「契約」が「合意」という意味の狭義であるというような、語彙（イミ）を収集・定義することを標準化データ内から
引合せることが困難。（標準化データに情報が存在しない可能性が高い。）
ROWデータ内からオントロジーを構築する方法・データを引合せるための補完情報の検討を行わないとオントロジーの
自動構築が達成できない。

本仕組みにFITする実用ビジネス検討が不
十分。

RDFと親和性の高いビジネスの適用領域がまだ定まっていない。
RDFはセマンティック（意味論）のため、1と0の間を表現することに特化しており、ある問いに対して100%正解の答えが
要求されるような厳密なシステムには親和性が低いと思われる。
これらRDFの特性に当てはまるようなビジネス領域を見定めることができない。

実データをどのような標準化データとして定
義すべきか。

データ（インスタンス）とオントロジー（モデル）の境界はどこかを定義するための検討が必要。
データ/オントロジーの境界を定義しておかないと、HarmonizeやAIMappingなどの役割境界を定めないと、実現に
向けた検討内容がぶれてしまう。
例えば、システム間における、性別の定義が「男性/女性」、「M:F」等で意味がずれている場合、これを吸収するレイヤは、
Ontologyなのか、Harmonizeなのか、等の決めが必要。コード値等の正規化用途で構築された、機械のためのデータは
どう扱うかについても同様の取り決めが必要。

1

２

３

４

５
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